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○議長（茅沼隆文） 

 続いて、日程第３ 認定第３号 決算認定について（下水道事業特別会計）の細

部説明を担当課長に求めます。 

 上下水道課長。 

○上下水道課長（熊澤勝己） 

 それでは、認定第３号 決算認定について。 

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２８年度開成町下水道事業特別

会計歳入歳出決算は別冊のとおりにつき、監査員の意見をつけて認定を求めます。 

 平成２９年９月５日提出、開成町長、府川裕一。 

 別冊の平成２８年度開成町歳入歳出決算書の２０５ページをお開きください。 

 下水道事業特別会計歳入歳出決算総額。 

 歳入、歳入予算現額５億９，０３９万１，０００円。 

 歳入決算額６億５５万３，７４６円。 

 歳出、歳出予算現額５億９，０３９万１，０００円。 

 歳出決算額、５億７，２８３万７，５１０円。 

 歳入歳出差引額、２，７７１万６，２３６円、うち、基金繰入額０円。 

 平成２９年９月５日提出、神奈川県足柄上郡開成町長、府川裕一。 

 次のページをお願いいたします。歳入です。１款分担金及び負担金から７款町債

まで、歳入合計予算現額５億９，０３９万１，０００円、調定額６億４９４万５，

８３２円、収入済額６億５５万３，７４６円、不納欠損額５万２，９１１円の内訳

は、所在不明者２２名、４３期分を５年経過し、時効となったため、処分をさせて

いただきました。 

 収入未済額４３３万９，１７５円、予算現額と収入済額との比較は、１，０１６

万２，７４６円になります。前年度に比べまして、３．２％の減です。 

 次のページをお願いいたします。歳出です。１款総務費から５款予備費まで、歳

出合計、予算現額５億９，０３９万１，０００円、支出済額５億７，２８３万７，

５１０円、翌年度繰越額０円、不用額１，７５５万３，４９０円、予算現額と支出

済額との比較は１，７５５万３，４９０円になります。前年度に比べまして、４．

３％の減です。 

 歳入歳出差引額は、２，７７１万６，２３６円となります。 

 決算書の３４８、３４９ページをお開きください。３４９ページに下水道事業の

概要が記載してあります。表中段の整備面積をご覧ください。 

 平成２８年度の整備面積は２ヘクタールです。平成２８年度末の整備区域面積は、

２４６．７ヘクタールなりました。事業認可区域面積３０１．４ヘクタールのうち、

整備率は８１．８％になります。 

 表の下の主要事業の欄をご覧ください。平成２８年度の下水道管管渠敷設延長は、

５２６．３メートルです。敷設済み延長は５万７，８１５．７メートルとなります。 

 引き続きまして、平成２８年度、開成町歳入歳出決算書、説明資料によって、説
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明をさせていただきます。説明資料の７６、７７ページをお開きください。決算書

では、２１２、２１３ページとなります。 

 歳入です。分担金及び負担金の下水道事業受益者負担金です。現年度は調停件数

１７件、収納件数１７件、収納率は１００％になります。 

 平成２８年度は、足柄上合同庁舎等の受益者負担金が納付されたため、前年度よ

り１９３万８，０００円の増額となりました。 

 滞納繰越分は、調停件数５２件、収納件数２件、未納件数５０件です。 

 使用料及び手数料です。下水道使用料の現年度分は、前年度より３，０２０万６，

０００円、１４．１％の増です。調停件数３万５３６件、収納件数３万２６５件、

未納件数２７１件で、収納率は９９．６％です。 

 滞納繰越分は、調停件数６８２件、収納件数２７２件、未納件数４１０件、不納

欠損処分は、４３件です。収納率は２５．３％です。下水道手数料は宅地内排水設

備工事指定工事店の更新に係る手数料です。前年度より１万３，０００円の増額で

す。内訳は新規６件、更新１０件、再交付３件の１９件になります。 

 続きまして、宅地内排水設備工事責任技術者の更新に係る手数料です。前年度よ

り１万８，０００円の減額となりました。内訳は新規６件、更新１７件の２３件に

なります。各種諸証明に係る手数料は２４０件分になります。国庫支出金、下水道

事業国庫補助金は、公共下水道事業費補助金として、３，６５０万円です。 

 社会資本整備総合交付金、国庫補助対象事業の７，３００万円の２分の１の補助

でございます。繰入金、一般会計繰入金は、１億９，７７４万円です。前年度に比

べ５，０６４万９，０００円の減額となりました。 

 繰越金、前年度繰越金は、２，１６９万９，６５４円です。 

 諸収入、雑入、県広域企業団分担金は、酒匂川の水質を良好な状態に保つため、

３市４町の下水道建設工事費の一部として交付されたもので、前年度より１６万４，

０００円の減となりました。 

 町債、下水道事業債は、公共下水道事業債が地方公共団体金融機構資金から１件、

５，０８０万円の借入を行いました。 

 流域下水道事業債は、地方公共団体金融機構資金から２件、通常２８０万円と臨

時措置分１８０万円の借入を行いました。特別措置分はさがみ信用金庫資金の１件

で４，０００万円、町債合計としまして、４件、９，５４０万円の借入を行いまし

た。 

 続きまして、７８、７９ページをお願いします。歳出です。決算書は２１６、２

１７ページになります。総務費、下水道総務費、一般管理費は、下水道運営審議会

を３回開催いたしました。また、平成３１年度より開始される公営企業会計導入の

ための公営企業会計移行業務委託、下水道台帳システムの更新や下水道使用料の徴

収として、年３万５３６件の徴収について、水道企業会計への委託など、下水道事

務事業を行いました。決算書２１７ページの１目一般管理費、１３節の委託料のほ

うですけれども、不用額１０２万２，６２４円につきましては、委託料の執行残で
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ございます。 

 戻りまして、施設管理費です。汚水の流入量の多い特定事業所４カ所の水質検査

委託、流量計の保守点検委託、マンホール形式ポンプ場の保守点検委託、川の点検

調査業務委託等を実施いたしました。下水道施設の維持管理工事は、舗装工事に伴

う人工蓋調整工事やマンホール周辺補修工事等を行いました。前年度より６万５，

０００円の減となりました。 

 事業費、下水道事業費、公共下水道事業費は、下水道認可区域内で６件の管渠敷

設工事と２件の舗装工事を実施いたしました。管渠延長は５２６．３メートル、整

備面積は２ヘクタール、となります。前年度より、さらに２件の下水道工事に伴い

ます水道補償、こちらのほうをこちらの費用で行っております。前年度より３，０

５１万４，０００円の減となりました。 

 ３款流域下水道費建設費負担金は、箱根町が加わった３市７町による建設費負担

金です。昨年に比べ７３４万２，０００円の減となりました。 

 維持管理費負担金は、３市６町による負担金で、平成２８年度の計画汚水量と平

成２６年度分の実質有収水量の精算分の汚水処分費となります。 

 維持管理費負担金は、昨年度に比べ、６９６万７，０００円の減となりました。 

 流域下水道費全体では、前年度に比べ１，４３０万９，０００円、１０．９％の

減でした。公債費は、平成２８年度当初、１５８件の下水道事業債、２７億７，９

２２万４，０００円に対する元金返済等を行い、前年度より７４７万４，０００円

の増となりました。また、同じく下水道事業債の利子返済を行い、前年度より６６

０万２，０００円の減となりました。 

 平成２８年度末の下水道事業債は、２６億２，３０１万３，３６０円となります。

これらは決算書の３７４ページから３９１ページに記載をされております。後程ご

覧をいただきたいと思います。 

 また、開成町歳入歳出決算書説明資料の終わりに、資料３としまして、工事箇所

を添付しております。平成２８年度に実施しました工事箇所で、箇所名、口径、延

長、金額等を表示してあります。後程ご覧いただきたいと思います。 

 恐れ入りますが、再び決算書の２２０ページをお開きください。実質収支に関す

る調書です。 

 １、歳入総額、６億５５万４，０００円。 

 ２、歳出総額、５億７，２８３万８，０００円。 

 ３、歳入歳出差引額２，７７１万６，０００円。 

 ４、翌年度へ繰り越すべき財源は０円です。 

 ５、実質収支は、２，７７１万６，０００円です。 

 ６の実質収支額のうち地方自治法第２３３条の２の規定による基金繰入額は０円

です。 

 以上で説明は終わりです。 

○議長（茅沼隆文） 
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 認定第３号 決算認定について（下水道事業特別会計）の細部説明を終了といた

します。 

  

 


